
算数オンライン塾 9 月 4 日の問題 解説 
 

（１） 

 

（２） 

 

一方、四角すい GAIFD は FI＝3cm ですから、台形 AIFD の面積が 

（3＋6）×3÷2 となり、AH＝2cm ですから、体積は 

（3＋6）×3÷2×2÷3＝9cm3 になります。 

よって合計は 4＋9＝13cm3 です。 

（答え）13cm3 

（別解）AD、GH、FI が共に平行ですから、三角柱を斜めに切断したのと同じになります。 
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三角形 ADE の面積は E が DB の中点ですから、

６×６÷2÷２＝9cm2 になります。 

また底面を DAE としたときの三角すい FDAE

の高さは 6cm の半分の 3cm になるので、 

体積は 9×3÷3＝９cm3 です。 

（答え）９cm3

 

右図で GH は AD に平行ですから、切断

面と AC の交点を I とすると FI も AD に

平行になります。 

したがって AD を含む部分は 

三角すい AGHI と 

四角すい GAIFD に分けることができま

す。 

三角すい AHIG は AH＝２cm、AI＝３

cm 

三角形 GHB と三角形 DAB の相似から

GH＝6×
3

2
＝４cm なので、 

２×3÷2×４÷3＝4cm3 になります。
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AD＝6cm、GH＝4cm、FI＝3cm ですから、平均の高さは（6＋4＋3）÷3＝
3

13
cm な

ので、底面積が三角形 AHI＝2×3÷2＝3 ですから、 

３×
3

13
＝13cm3 と求めることもできます。 


